
 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

 

 釧路市小中学校校長会は、釧路市教育推進 

基本計画・教育行政基本方針に基づき、校種 

別研修会と小学校と中学校が一体となった合 

同研修会（年４回）教頭会と合同で行う釧路 

市学校経営研究協議会（年１回）を主軸に研 

修活動をすすめている。 

 小学校２７名、中学校１５名の会員相互が 

より一層の連携を深め一枚岩の姿勢で「凛と 

して立つ校長の教育理念と指導性」を目指し 

教育活動の推進に努めている。 

＜基本方針＞ 

 １ 釧路市小中学校校長会の基本方針を踏まえ、教育改革の推進と教育課題を勘案しながら、 

   校長として職能向上を図るため、組織的研究に努める。 

 ２ 道小・道中などの基本課題に基づき、２１世紀を担う日本人の育成を目指して、学校経 

   営の活性化と経営の充実に反映する研究を推進する。 

 

２ 研究計画 

 

基本主題の設定に当たっては、①全連小・全日中・道小・道中との関連を持たせつつ釧路市

の独自性を大切にすること、②「経営研究」という視点を明確にすること、③研究分野を「学

校経営」「教育課程」「道徳教育・生徒指導・進路指導・健康安全教育」「現職教育」の４分野構

成とすることの３点を基本に据えている。 

（１）基本主題 

    「新しい時代や社会の要請に適確かつ先導的に対応できる学校経営の実現」 

         ～道東の拠点、釧路市の特性を生かした学校教育の創造～ 

（２）研究の視点 

  ① 新しい学校づくりを目指す学校・家庭・地域の連携と校長の指導性 

  ② 生きる力を育み創意ある教育課程の編成・実施と校長の指導性 

（３）研究主題 

  ①学校経営分野（研究主題１） 

「時代に対応し信頼と連携を基盤とした創意と活力に満ちた開かれた学校経営の実現」 

  ②教育課程分野（研究主題２） 

   「豊かな心や知恵をはぐくむ方略と評価が適切に位置付けられた教育課程の編成・実施・

評価・改善」 

  ③道徳教育・生徒指導・進路指導・健康安全教育分野（研究主題３） 

釧路市の研究活動 
 

    研修部長  釧路市立東雲小学校 

     校長  藤島 稔弘 



   「命を大切にし、自立心や他を思いやる心をはぐくみ、目的をもって生きることの必要

性を実感する道徳教育・生徒指導・進路指導・健康安全教育の実践」 

  ④現職教育分野（研究主題４） 

   「時代の要請に応え、専門性を高め指導力向上を図る現職教育の充実」 

（４）研究推進・事業計画 

  主な研修事業として、①研修部年間計画の作成 ②第６３回「釧路市学校経営研究協議会」

の開催 ③校種別研修会の実施 ④小中合同研修会の実施 ⑤道小・道中・全連小・全日中

大会開催についての情報提供及び参加企画渉外 ⑥研修に関する調査研究と資料提供 ⑦研

修担当者の研修会の実施・研修委員会の計画と実施 ⑧釧路市で開催される全国・全道規模

の研究会への協力等を推進している。 

 

３．研究の概要、研究活動など 

 

（１）第６３回釧路市学校経営研究協議会 

  ◇開催日  令和２年１月８日（水）   

◇場 所  釧路教育研究センター・釧路市立幣舞中学校 

  ◇主 催  釧路市小中学校校長会・同教頭会 

  ◇参加者  総勢１００名(助言：釧路教育局・釧路市教育委員会 参加：小中校長・教頭) 

  ◇提 言   ５分科会 各２名 計１０名による研究提言 

  ◇講 演  講師 釧路市ビジネスサポートセンター長 澄川 誠治 氏 

（２）校種別研修会の開催 

新しい時代を展望する創意ある学校経営や今日的な教育課題に主体的に対応する学校経

営並びに当面する学校経営上の課題等を協議することにより校長としての指導力を磨くこ

とに資する。（小学校年４回、中学校年３回の実施） 

この他、小学校は７月に教育関係者との「情報交流研修会」、中学校は１１月に退職者講

話を中心とした研修を実施している。 

（３）小中合同研修会の開催（年４回 小中校長会時に実施） 

    ◇第１回（ ５月） 特別委員会担当 ～ 小中連携研修 

    ◇第２回（ ９月） 研修部担当   ～ 小中連携研修 

    ◇第３回（１０月） 経営部担当   ～ 校種間連携と学校経営 

    ◇第４回（１２月） 特別委員会担当 ～ 部活動と少年団活動 

（４）各種研究大会への参加及び報告 

    ◇道小胆振・苫小牧大会（１３名） ◇全連小秋田大会（３名） 

    ◇道中空知・岩見沢大会（６名）  ◇全日中前橋・群馬大会（２名） 

 

４．おわりに 

昨年度まで研修を進める中で、「研修内容が似ているものが続く。」「新たな課題に対しての研

修を多くしたい。」といった声が上がっていた。今年度は、年度当初に小中合同研修会を担当す

る各部・委員会と調整を行い、内容を精査し、年間を通じて計画的に行うようにした。 

また、今年度から全市的に行われるようになった中学校区連携研修についても、その内容を

充実させるためのあり方や校長の役割について研修を行った。 

 今後も、校長相互が強い連帯感を持ち、関係機関との連携を密にし、校長自ら資質向上に務

め、経営改善の意識を高める研修活動に努めたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


